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　ま
ず
、つ
ぎ
の
二
つ
を
禁
じ

て
く
だ
さ
い
。ひ
と
つ
は「
暗

記
」で
す
。暗
記
す
る
と
い
う

こ
と
は
、な
ぜ
そ
う
な
る
の
か

理
解
す
る
の
を
あ
き
ら
め
る

こ
と
で
す
。覚
え
た
こ
と
は
、

忘
れ
ま
す
。暗
記
で
は
な
く
、

理
解
す
る
こ
と
を
意
識
し
て

く
だ
さ
い
。

　も
う
ひ
と
つ
は「
一
度
に
勉

強
す
る
こ
と
」で
す
。短
期
間

で
詰
め
込
ん
だ
知
識
は
、短

期
間
で
忘
れ
ま
す
。学
習
し

た
内
容
を
忘
れ
た
こ
ろ
に
、

復
習
す
る
。こ
の
く
り
返
し
が

基
礎
学
力
と
な
る
の
で
す
。

　国
語
は
、テ
ス
ト
範
囲
の

文
章
内
で
意
味
が
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
言
葉
を
辞
書
で
調

べ
て
く
だ
さ
い
。言
葉
の
知
識

が
読
解
力
の
土
台
で
す
。つ

ぎ
に
、文
章
中
の「
指
示
語
」

と「
接
続
語
」に
注
目
で
す
。

指
示
語
は「
何
を
指
し
示
し

て
い
る
の
か
」、接
続
語
は「
前

後
が
ど
ん
な
関
係
に
な
っ
て
い

る
か
」を
ひ
と
つ
ず
つ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。読
解
力
だ
け
で

な
く
、問
題
回
答
力
も
向
上

し
ま
す
。

　英
語
は
、単
語
の
ス
ペ
ル
よ

り
も
、意
味
を
理
解
し
て
、発

音
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。意
味

や
読
み
方
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
ま
ま
ス
ペ
ル
を
暗
記
し
よ
う

と
し
て
も
、頭
に
残
ら
な
い
か

ら
で
す
。つ
ぎ
に
文
法
事
項
の

確
認
で
す
。各
単
元
の
文
法

を
再
確
認
し
、そ
の
文
法
が

使
わ
れ
て
い
る
日
本
語
例
文

を
英
文
に
で
き
る
か
、書
い
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。正

確
な
英
文
を
作
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、そ
の
文
法
を
マ
ス
タ

ー
し
た
と
い
え
ま
す
。

　数
学
は
学
校
か
ら
配
付
さ

れ
て
い
る
副
教
材
の
ワ
ー
ク
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。数
学
の

ワ
ー
ク
は
、問
題
量
が
多
く
質

期
末
テ
ス
ト
に
向
け
て

苦
手
科
目
を
克
服
し
よ
う

　
多
く
の
学
校
で
は
、ま
も
な
く
期
末
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、こ
の
機
会

に「
期
末
テ
ス
ト
の
勉
強
を
通
じ
て
、苦
手
科
目
を
克
服
す
る
」と
い
う
一
石
二
鳥
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。そ
の
た
め
の
効
果
的
な
勉
強
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。今
日
か
ら
期
末

テ
ス
ト
の
勉
強
に
取
り
組
ん
で
、二
学
期
以
降
の
学
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

ナ   ビ

も
高
く
、基
礎
力
を
養
う
た

め
に
最
適
な
教
材
。解
け
な

か
っ
た
り
、間
違
え
た
り
し
た

問
題
は
、解
説
を
読
ん
で
解

き
方
を
理
解
し
、期
間
を
置

い
て
何
度
も
解
き
直
し
て
く

だ
さ
い
。

　理
科
・
社
会
は「
な
ぜ
、そ

う
な
る
の
か
」、教
科
書
の
解

説
を
読
み
な
が
ら
学
習
を
進

め
ま
す
。理
科
で
扱
わ
れ
て
い

る
事
象
や
実
験
結
果
、地
理

に
お
け
る
地
域
の
気
候
や
産

業
、歴
史
の
事
件
な
ど
は
、す

べ
て
理
由
や
背
景
が
あ
り
ま

す
。そ
の
理
由
や
背
景
を
知

る
こ
と
で
、た
だ
の
事
実
が
生

き
生
き
と
し
た
物
語
と
し
て

頭
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
学
習
が
、単
純

暗
記
よ
り
も
、実
は
確
実
な

勉
強
法
な
の
で
す
。記
述
問

題
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　「うちの子、計算ミスが多いんです…」「計算スピー
ドが上がらないんです…」などのお悩みをよく伺いま
す。今月は、日常生活の中で楽しく、ゲーム感覚でお
子さんと遊びながら計算力をあげる、『ゲームウォッ
チ』という遊びをお伝えします。

と、一石三鳥です!!なぜ計算力が付くかと言うと、「分
は60から引く、時間は12から引く」、この2つを瞬時に
行うからです。低学年はもちろん、高学年のお子さん
でも効果の出るゲームです。ちょっとした遊びを生活
の中に自然に取り入れて、計算力を上げましょう！

今月の講師

大西 宏明さん
個別指導教室SS-1　
谷町教室長補佐 算数科講師

https://allabout.co.jp/gm/gp/1288/
学習アドバイザー 西村創

『子どもを勉強好きにする20の方法』
（WAVE出版）
なかなかスイッチの入らない子どもをやる気にさ
せる具体的な方法を紹介。「宿題終わった!?」
「勉強しなさい!!」を卒業したい親御さんは必読。

執筆

国内外の様々な学習塾で講
師経験を積み、指導した生徒
は2,000人を越える。生活情
報サイトAll Aboutで子どもの
教育、受験、海外教育事情な
どについてガイドを務めている。

この方に伺いました
学習アドバイザー
西村 創さん

①お子さんに何時何分か聞く
②12時まで、あと何時間何分ある？と聞く
③お子さんが答える

このゲームで身に付くことは
◎時間を瞬時に読む瞬発力
◎一定時間、現在時刻を覚える記憶力
◎計算力

暗
記
で
は
な
く

「
理
解
」を

詰
め
込
み
で
は
な
く

「
反
復
」を

国
語
は
言
葉
の

知
識
付
け

英
語
は
意
味
と

発
音
の
確
認

数
学
は
何
度
も

解
き
直
し

理
社
は
背
景
を
知
る

これだけです。

やり方は簡単!!アナログ時計、これを利用します。

神戸・阪神間・北摂エリアで塾を探すなら

『 』

シティライフの教育特集「子どもの学びNAVI」の
web版がスタートしました。
お子様の教育に関する情報収集にぜひご活用ください！
https://manabi.citylife-new.com/

各教室を
編集部が取材
その魅力を
しっかりお伝え

編集部や
各教室から

役立つ教育情報
を発信

塾・スクールの
検索機能も
充実 

we b

応募方法／はがきもしくはFAXに
解答と〒・住所･氏名･年令･職業･電
話番号を明記の上、編集部までお
送りください｡抽選で5名様に記念
品をプレゼント。(毎月25日〆切)

応募先／FAX　06-6368-3505
〒566-0001  摂津市千里丘1-13-23　
シティライフ「クロスワード」係

●5月号の答え  ハチジュウハチヤ

CityLi feはココに
設置しています！
設置場所の情報は
webからご覧いただけます。 パ

ソ
コ
ン・ス
マ
ホ
か
ら

チ
ェッ
ク
!!

下記QRコードかホームページから
チェックすることができます。

情報紙シティライフをあなたのマンションに設置しませんか？

情報紙シティライフ

マンション無料設置サービス
　セキュリティの整備されたマンション
にお住まいの方にも、より便利にシティ
ライフをお読みいただけるよう、マン
ションエントランスなどにシティライフ
を設置できるサービスをスタートしま
す。シティライフ配布エリア※1の総戸
数50戸以上のマンションを対象に、無
料で送付いたします※2。

◎シティライフを設置いただくには、管理組合のご協
力が必要です。

◎シティライフを設置いただく場所は、エントランスや共
用施設など、マンション住民の方が自由に立ち入れ
る屋内とさせていただきます。

※1 高槻市、茨木市、摂津市、吹田市、豊中市、箕面市、
西宮市、芦屋市、神戸市東灘区、神戸市灘区、神戸
市中央区

※2 詳しくはお電話、FAX、メールでお問合せください。

TEL： 06-6338-0640

小さなお子様が

いるママも便利！

ご年配の方も、エントランスに取りに行くだけでラクラク！

※FAX・メールの場合は、住所、氏名、TEL番号、メールアドレスなど
の連絡先をご準備の上、お問い合わせ、お申込みください。

FAX： 06-6368-3505　Mail : sett i@cityl i fe-new.com

 CityLife 
 で検索

学校法人 須磨学園
須磨学園高等学校・中学校
神戸市須磨区板宿町3-15-14
（板宿駅から徒歩約15分）

2078-732-1968 
http://www.suma.ac.jp/

 須磨学園高等学校・中学校
なりたい自分になるために『主体性』を育てる

　「to be myself,...なりたい自分になる。そして…」をスローガン
に一人ひとりの自己実現を目指している。学習面ではダブルス
クール不要で、最難関国公立大学への現役合格を目標に、手
厚い指導体制を整えている。「経験を通して学ぶ」ことを大切に
している為、宿泊を伴う研修旅行が6年間で14回ある。なかで
も世界を自分の目で見る体験として、中2でアジア、中3でアメリ
カ、高1でヨーロッパを訪問する。現地での学校交流などを通し
て異文化に対するハードルを下げることを大切に考えている。

■オープンスクール　6月18日（日）9時半～12時（要予約）
　　　　　　　　　7月16日（日）9時半～12時（要予約）
■文化祭　6月24日（土）・6月25日（日）9時半～14時半（予約不要）
※詳細は学校に問い合わせを

西宮北口から阪急～山陽電鉄で約30
分の「板宿」にある同校。眺めの良い高
台に位置している。


